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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

４
月
１
日
付
で
、
下
村
幹
男
氏

（
本
橋
）に
新
消
防
団
長
の
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
村
団
長
は
、
昭
和
５５
年
に
消

防
団
に
入
団
。
平
成
１１
年
４
月
か

ら
は
１６
年
間
副
団
長
を
務
め
ら
れ

て
お
り
、
前
団
長
の
勇
退
に
伴
い
、

こ
の
た
び
新
た
に
団
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

団
長
就
任
に
あ
た
り
、「
前
任
の

武
田
団
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
消

防
団
員
が
守
り
続
け
て
き
た
村
の

安
心
安
全
を
引
き
続
き
継
続
で
き

る
よ
う
、
団
員
を
統
率
し
、
体
制

強
化
を
図
り
た
い
。」と
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
約
４
年
間
団
長
と
し
て

村
の
消
防
・
防
災
に
ご
活
躍
く
だ

さ
っ
た
武
田
芳
雄
氏
は
、
３
月
末

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
の
安
心
安
全
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　元村議会議員の畠山照子氏（千葉県在住）が、平
成２７年春の叙勲で旭日双光章を受章されました。
　畠山さんは、昭和５４年８月の村議会議員選挙で
初当選以来、同年９月から連続８期３２年間の長き
にわたり職務に精励し、お年寄りや子どもたち等、
弱い立場の方たちの側に立った熱心かつ責任ある
議会活動を通して、同僚議員とともに村民本位の
村政を目指し、誰もが安心して住み続けられるむ
らづくりにご尽力されました。
　このたびの受章、おめでとうございます。

新
消
防
団
長
に

　
　

下
村
幹
男
氏

新
消
防
団
長
に

　
　

下
村
幹
男
氏

　平成２７年春の叙勲にて、長澤喜之氏（大山東部）
が瑞宝単光章を受章されました。
　長澤さんは、昭和５０年から平成２２年までの３５年
間、統計調査員として国勢調査や農林業センサス
等幅広い分野の統計調査に従事され、その功績が
評価されたものです。
　長澤さんは５月１３日に東京プリンスホテルで行
われた勲章伝達式に出席され、皇居において天皇
陛下に拝謁し、ねぎらいのお言葉を賜りました。
　長澤さん、受章おめでとうございます。

　

５
月
２３
日
・
２４
日
の
２
日
間
、

村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
村

文
化
協
会（
菅
原
貞
季
会
長
）主

催
に
よ
る
「
第
３２
回
美
浦
村
文

化
協
会
春
の
発
表
会
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
館
内
に
は
写
真
や
油

絵
、
書
道
、
絵
手
紙
、
お
花
、

盆
栽
、
俚
謡
、
俳
句
、
陶
芸
等

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
台
発
表
に
は
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
大
ホ
ー
ル

で
は
熱
気
で
満
ち
溢
れ
る
な
か
、

民
謡
や
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
バ

レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、

社
交
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
等
が
披

露
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
熱
心
な

活
動
が
、
作
品
や
発
表
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
発
表
会
で
し
た
。

文
化
協
会
「
春
の
発
表
会
」
開
催
！

文
化
協
会
「
春
の
発
表
会
」
開
催
！

ステージの部 展示の部

長澤喜之氏に瑞宝単光章長澤喜之氏に瑞宝単光章畠山照子氏に旭日双光章畠山照子氏に旭日双光章

平和の尊さ　ともに考えましょう
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　このたび、内田光子さん（大谷）が人権擁護委員
に再任されました。
　人権擁護委員は、特設人権相談所等で家庭内の
問題・いじめ・近隣関係等の人権に関わる相談を
受けたり、人権の考えを広める活動等を行ってい
ます。内田さんは、任期中の石
橋威雄さん（大山）、坂本実さん
（上舟子）とともに、引き続き３
年間ご活躍いただきます。よろ
しくお願いします。

　６月１３日、村教育委員会主催のふれあいハイキ
ングが開催され、当日参加された３７名の皆さんは、
栃木県真岡市にある「井頭公園」と、その園内に
ある「花ちょう遊館」を訪れました。
　当日は天候に恵まれ、園内にあるバラ園をはじ
め豊かな自然を満喫されていました。

第３３回地区対抗
混合バレーボール大会
第３３回地区対抗

混合バレーボール大会
６/１０～１３　農林漁業者トレーニングセンター

優　勝　下舟子
準優勝　土屋
第３位　大谷

最優秀選手　藤原　忍さん（下舟子）
優 秀 選 手　矢部　美千代さん（土屋）

ふれあいハイキング開催ふれあいハイキング開催

人権擁護委員再任人権擁護委員再任

　６月１７日、おかだいらゴルフリンクスにおいて、
第３３回美浦村民ゴルフ大会が開催されました。
　今大会には５７名の方が参加され、選手の皆さん
は日頃鍛えた自慢の腕を競い合いました。

第３３回美浦村民ゴルフ大会第３３回美浦村民ゴルフ大会

【村民ゴルフに協賛をいただいた方々】
誠和工業㈱美浦工場、スガノ農機㈱茨城工場、
細谷建設工業㈱美浦営業所、井上造園㈱、和宏
体育施設㈱、㈲テニスショップトップ、㈲森利
スポーツ、㈱こわたり、さくら自動車㈱、松浦
建設㈱、共進測量設計㈱、中央商事㈱、㈱アサ
ヒビジネス、㈱水戸京成百貨店、美浦ゴルフ練
習場、㈱ユニフード、美浦ゴルフ倶楽部、トー
ヤク㈱美浦工場、㈲ホースシューイング志賀、
居酒屋済州 《順不同・敬称略》

【大会結果】
◇総合の部
　優　勝　村﨑　友春さん（大山）
　準優勝　小倉　勝さん（土屋）
　第３位　武田　弘行さん（美浦中央病院）
◇女子の部
　優　勝　高橋　すみ江さん（美浦中央病院）
　準優勝　内田　節子さん（美浦中央病院）
　第３位　市村　とし子さん
◇ベストグロス賞　渡辺　進さん（土屋）

地区対抗ソフトボール大会地区対抗ソフトボール大会
５/３１　光と風の丘公園

優　勝　土屋
準優勝　下舟子
第３位　信太

※８地区参加、予選は４チームリーグ戦。
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笑
顔
絶
や
さ
ず
尽
く
し
た
母
の
屈
む
背
中
に
見
る
苦
労　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

縁
を
結
ん
で
連
れ
添
い
歩
む
心
ひ
と
つ
の
夫
婦
道　
　
　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

襟
裳
岬
の
突
き
刺
す
風
に
恋
の
傷
口
痛
む
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

縁
結
ん
だ
連
れ
添
う
夫
と
越
え
た
年
月
走
馬
灯　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

笑
顔
忘
れ
ず
辛
さ
に
耐
え
て
子
ゆ
え
生
き
抜
く
母
子
家
庭　
　
　

篠
原
美
千
代

映
画
観
た
あ
と
月
夜
の
散
歩
恋
し
あ
な
た
に
そ
っ
と
寄
る　
　
　
　

木
村
幸
子

遠
慮
し
な
が
ら
繋
い
だ
手
と
手
恋
の
予
感
の
初
デ
ー
ト　
　
　
　
　

田
島
草
実

笑
み
を
絶
や
さ
ず
尽
き
な
い
愛
を
子
等
に
捧
げ
た
恋
し
母　
　
　

長
谷
川
悦
子

縁
は
異
な
も
の
つ
く
ば
の
山
で
恋
の
お
守
り
神
だ
の
み　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

笑
み
を
絶
や
さ
ず
繋
い
だ
月
日
こ
の
手
互
い
の
道
標　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

笑
顔
第
一
連
れ
添
う
夫
の
心
和
ま
す
夕
の
膳　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

え
く
ぼ
か
わ
い
い
罪
な
い
笑
顔
子
供
地
球
の
宝
物　
　
　
　
　
　

関
根
ヒ
デ
子

縁
で
結
ば
れ
連
れ
添
う
二
人
子
等
に
守
ら
れ
至
福
者　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

笑
顔
は
じ
け
て
つ
な
が
る
五
輪
こ
ん
な
平
和
を
守
り
た
い　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

笑
顔
い
っ
ぱ
い
連
な
り
通
う
声
も
元
気
に
新
学
期　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

絵
添
え
手
紙
を
月
々
書
い
て
子
等
に
近
況
知
ら
す
母　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

以
心
伝
心
つ
た
わ
る
心
言
葉
出
さ
ね
ど
深
む
愛　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

円
座
賑
わ
い
つ
か
ん
だ
絆
子
ら
の
将
来
担
う
た
め　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

笑
顔
忘
れ
て
つ
ら
い
日
多
く
子
等
に
会
い
た
い
早
く
来
い　
　
　
　

渡
辺
希
代

　
吹
く
風
も
返
る
谺
も
み
ど
り
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

ほ
う
た
る
は
た
ま
し
ひ
の
色
水
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
く
音
の
重
き
梅
雨
じ
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

藤
の
花
雑
木
林
に
凛
と
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

初
鰹
の
幟
で
招
く
回
転
寿
司　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

軽
妙
な
口
笛
奏
者
聖
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

夏
足
袋
の
眩
し
く
揃
ふ
お
茶
の
席　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

運
不
運
言
へ
ば
き
り
な
し
夕
端
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

知
る
人
の
減
り
し
里
か
な
桐
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

空
っ
ぽ
の
鳥
籠
さ
や
ぐ
桐
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

山
里
の
朝
露
深
き
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

六
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
え
・
つ
・
こ
」
病
句
禁

ね

ご

が

つ

え
ん

え
ん

い

ご
ご

つ
ま

つ
ま

せ
い

え
に
し

こ
だ
ま

の
ぼ
り

ゆ

う

は

し

い

と
し
つ
き

め

お

と

み

ち

み　

ほ　

文　

芸

【後列左から】
平野氏、根本氏、坂部氏、武田氏
【前列左から】
上野氏、市川氏、大谷氏、飯田氏

美浦村村制施行６０周年記念式典が行われました美浦村村制施行６０周年記念式典が行われました

　５月２４日、村中央公民館にて美浦村村制施行６０周年記念式典が
開催され、多くの村民の皆さんや来賓の方々が出席されました。
　式典は、昭和３０年の美浦村誕生からこれまでの歩みを振り返る
映像の上映から始まり、村長や来賓のあいさつでは村の未来への
展望等が語られました。また、歴代の村長・村議会議長のうち、
現職の村長や村議会議員でない方８名が式典に招待され、村政に
多大な貢献をされた功労者として、村から表彰されました。
　式典後には祝賀アトラクションが行われ、テレビ等でもご活躍
の漫才コンビすず風にゃん子・金魚さん、美浦村出身で落語家の
金原亭馬の助さん、そして美浦村出身で世界的クラシックギター
奏者の木村大さんが会場を大いに盛り上げ、６０年の記念にふさわ
しい記憶に残る式典となりました。

《功労者表彰》

◎村長として貢献された方
　市川　紀行氏・上野　武雄氏

◎村議会議長として貢献された方
　大谷　昭氏・飯田　和夫氏・
　平野　勝男氏・根本　正氏・
　坂部　実氏・武田　貞巳氏

※就任順

村章発案者　村崎睦男さん（大山）

すず風にゃん子・金魚さんすず風にゃん子・金魚さん 木村大さん木村大さん金原亭馬の助さん金原亭馬の助さん

お知らせ
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子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

外出やお昼寝の時など、汗をたくさんかきそうな
時は、あらかじめ背中にガーゼをあてておき、湿
ったら抜き取りましょう。

外出やお昼寝で汗をかいた後は、石鹸を使わずに
シャワーで汗を流しましょう。

あせもを爪などでかき過ぎると「とびひ」や「あ
せものより」などの感染症を引き起こす場合があ
ります。普段から爪は短く切っておきましょう。

あせもが広がり、炎症を起こした場合には、医療
機関を受診しましょう。

　夏になると乳幼児は、汗を
たくさんかくのであせもがで
きやすくなります。特に頭や
おでこ・首回り・背中・おしり
はあせもができやすいので、
十分注意しましょう。

広報みほ　平成２７年７月号

　５月３１日、東京競馬場（２４００ｍ芝コース）にて行わ
れた第８２回東京優駿（日本ダービー）において、美浦
トレーニング・センター堀宣行厩舎所属のドゥラメ
ンテ号が優勝しました。
　前走の皐月賞で優勝したドゥラメンテ号は、今回
堂々１番人気となっての登場となりました。きれい
にスタートを決めたドゥラメンテ号は、馬群の中ほ
どからやや前に位置し、最終コーナーから徐々に先
行馬との距離を詰めると、直線に入って一気に加速。
直線半ばで先頭に躍り出ると、追いすがるライバル
達を振り切ってゴール。見事に優勝しました。
　担当の橋本調教助手は、「前走後は普段どおりのこ
とをしていました。当日の出走前はピリピリしたと
ころがありましたが、許容範囲内という感じでした。
レース終盤で最後の直線に入ったときは、なんとか
頑張ってくれと…。勝ったときはとてもうれしかっ
た。大勢の方々からおめでとうと言っていただいて、
とてもありがたかったです。」と語ってくれました。
　素晴らしい走りでクラシック二冠を達成したドゥ
ラメンテ号の今後の活躍が楽しみですね。

ドゥラメンテ号「第８２回東京優駿（日本ダービー）」「第８２回東京優駿（日本ダービー）」

「第６５回安田記念」「第６５回安田記念」 モーリス号

　６月７日、東京競馬場（１６００ｍ芝コース）で行われ
た第６５回安田記念において、美浦トレーニング・セ
ンター堀宣行厩舎所属のモーリス号が優勝しました。
　この大舞台まで３連勝で勝ち上がってきたモーリ
ス号は、１番人気に推されての出走となりました。
　好スタートを決めたモーリス号は、前から３番手
の位置に付けて馬群を先行。そのまま最終コーナー
を回って直線に入ると、スパートをかけて先行馬に
迫り、直線半ばで先頭に立つ展開。最後は、必死に
追い上げてくるライバル達に抜かせずゴールを駆け
抜け見事に優勝、４連勝でＧⅠを初制覇しました。
　担当の宗像調教助手は、「うるさい感じはしない馬
ですが、背中が痛みやすいところがあるので、普段
から注意しています。レースには、普段とそれほど
変わりなく挑めました。ゴールした映像を見ていま
したが、結果の表示を待つことなく勝ったと確信で
きました。よしっという感じで。４連勝なんてめっ
たにできないすごいことです。」と語ってくれました。
　強さを証明し、新旧並び立つマイル戦線のトップ
に立ったモーリス号のさらなる飛躍が期待されます。

宗像 徹 調教助手

堀 宣行 調教師

堀 宣行 調教師

橋本 篤典 調教助手
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